




































1年 2年 3年 4年 5年 6年 計
男子 1 4 7 1 0 1 14





The Effect of the standing-long jump ability on children’s running performance
津　田　幸　保
表２　学年別各測定結果の平均値± SD（標準偏差）
1年（n=2） 2年（n=8） ３年（n=8） ４年（n=1） ５年（n=2） 6年（n=1）
50m走（秒） 14.8± 1.7 11.9± 1.2 10.8± 1.1  9.8 11.1± 0.7 8.9
立幅跳び（m） 1.03± 0.11 1.20± 0.16 1.33± 0.24 1.56 1.28± 0.25 1.52
垂直跳び（㎝） 19.0± 5.7 26.4± 4.4 28.8± 3.3 39.0 24.5± 5.0  37.0
身長（㎝） 111.5± 3.5 124.8± 6.5 128.6± 3.5 140.8  143.2± 2.2 152.5























　児童は 1回 90分のトレーニングを一日おきに 6回



































1年生 2年生 3年生 4年生 5年 6年生
男子 113.5 125.8 138.6 146.2 155.5 167.2
女子 104.5 116.4 128.1 137.6 146.3 154.8
単位（cm）
表５　上位、下位グループ児童の内訳及び立幅跳び、垂直跳びの記録
人数 男女別学年内訳 立幅跳び（m） 垂直跳び（cm）
上位 10 男７名（2年＝ 2　3年＝ 4　4年＝ 1） 1.42± 0.12 28.9± 4.9
女３名（2年＝ 2　3年＝ 1） **
下位 12 男７名（1年＝ 1　2年＝ 2　3年＝ 3　6年＝ 1） 1.14± 0.20 26.3± 6.2











































50ｍ走タイム（秒） ストライド（m） ピッチ（歩 /秒）
上位（n=10）  下位（n=12） 上位 下位 上位 下位
トレーニング前 10.90± 0.98 11.94± 1.96  1.17± 0.11 1.18± 0.19  3.95± 0.25 3.64± 0.24
**
トレーニング後 10.42± 1.23 11.77± 1.99  1.13± 0.14 1.11± 0.20  4.31± 0.41 3.93± 0.28
*
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